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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外装体の天面にフラットファンガードが配置され、フラットファンガードの下方に室外
熱交換器用のプロペラファンが配置された室外ユニットにおいて、
　前記外装体の内側に固定された前記プロペラファンのベルマウスと、
　前記ベルマウスと前記フラットファンガードとの間に設けられた天面材とを備え、
　前記ベルマウスは、上部が前記天面材の開口よりも大きく形成されるとともに、円周部
に亘って上方に延出するリブが形成され、
　前記リブと前記天面材とが上下方向に所定の間隔を空けて配置されたことを特徴とする
室外ユニット。
【請求項２】
　前記天面材の側部に、下方に延出する延出片が設けられ、前記延出片が前記リブの外側
に設けられたことを特徴とする請求項１に記載の室外ユニット。
【請求項３】
　前記外装体は一対の端板と一対の側板とを備えて形成され、前記天面材は前記側板と前
記端板に固定されたことを特徴とする請求項１又は２に記載の室外ユニット。
【請求項４】
　前記外装体は一対の端板と一対の側板とを備えて形成され、前記天面材は前記端板を形
成する一枚の板金を折り曲げることにより前記端板と一体に形成されるとともに、前記側
板に固定されたことを特徴とする請求項１又は２に記載の室外ユニット。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外装体の天面にフラットファンガードを配置した室外ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和装置の室外ユニットにおいて、外装体の天面にフラットファンガードを
配置するとともに、フラットファンガードの下方に室外熱交換器用のプロペラファンを配
置したものが知られている（例えば、特許文献１参照）。この室外ユニットでは、プロペ
ラファンのベルマウスが外装体の天面に固定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３１１０２１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の構成では、ベルマウスが外装体の天面に固定されているため
、ベルマウスと外装体の天面の間に雨水等の水が浸入してしまうおそれがある。この水が
凍ると、氷の膨張によって天面が撓み、撓んだ部分の天面にさらに水が溜まりやすくなる
可能性がある。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、天面材とベルマウスとの間の水
溜まりを防止可能な室外ユニットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、外装体の天面にフラットファンガードが配置さ
れ、フラットファンガードの下方に室外熱交換器用のプロペラファンが配置された室外ユ
ニットにおいて、前記外装体の内側に固定された前記プロペラファンのベルマウスと、前
記ベルマウスと前記フラットファンガードとの間に設けられた天面材とを備え、前記ベル
マウスは、上部が前記天面材の開口よりも大きく形成されるとともに、円周部に亘って上
方に延出するリブが形成され、前記リブと前記天面材とが上下方向に所定の間隔を空けて
配置されたことを特徴とする。
【０００６】
　上記構成において、前記天面材の側部に、下方に延出する延出片が設けられ、前記延出
片が前記リブの外側に設けられてもよい。
【０００７】
　上記構成において、前記外装体は一対の端板と一対の側板とを備えて形成され、前記天
面材は前記側板と前記端板に固定されてもよい。
【０００８】
　上記構成において、前記外装体は一対の端板と一対の側板とを備えて形成され、前記天
面材は前記端板を形成する一枚の板金を折り曲げることにより前記端板と一体に形成され
るとともに、前記側板に固定されてもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、天面材とベルマウスとの間に水溜り防止のための間隔が形成されてい
るため、天面材とベルマウスとの間に水が浸入しても、天面材とベルマウスとの間に水が
溜まることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る室外ユニットを示す斜視図である。
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【図２】室外ユニットの内部構成を示す図であり、図１のＩＩ－ＩＩ断面図である。
【図３】フラットファンガードを外した状態の室外ユニットの上部を示す斜視図である。
【図４】図３の室外ユニットの上部を示す分解斜視図である。
【図５】前側天面パネル部を示す斜視図である。
【図６】後側天面パネル部を示す斜視図である。
【図７】フラットファンガードを固定した状態の室外ユニットを示す平面図である。
【図８】図３の前側天面パネル体を拡大して示す斜視図である。
【図９】図８の第二の水抜き箇所を拡大して示す横断面図である。
【図１０】天面パネル体とベルマウスとの関係を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
　空気調和装置は、室外ユニット１０と室内ユニット（図示せず）とから構成されており
、冷媒配管により接続された冷媒回路に冷媒を流して、冷房運転および暖房運転を行う。
室外ユニット１０は、室外に設置され、室外空気と熱交換して冷房運転時には冷媒を凝縮
させて外気に熱を放出し、暖房運転時には冷媒を蒸発させて外気から熱を取り込むもので
ある。なお、以下に述べる上下および左右といった方向は、室外ユニット１０を設置した
状態でその前面側から見た場合の方向を示している。
【００１２】
　図１は、室外ユニット１０を示す斜視図であり、図２は、室外ユニット１０の内部構成
を示す図であり、図１のＩＩ－ＩＩ断面図である。
　室外ユニット１０は、図１に示すように、略直方体箱形状のユニットケース（筐体、外
装体）１１を備え、このユニットケース１１は、前後方向に延びる一対の脚部材１３，１
３上に架け渡されて固定される底板１２と、この底板１２の４隅から鉛直方向に延びる支
柱１４と、前面パネル１５を有して構成される。
　底板１２上には、図２に示すように、上面視略コ字形状に屈曲されて形成された熱交換
器２１が配置され、この熱交換器２１によってユニットケース１１の背面及び左右両側面
が形成されている。この熱交換器２１の上部には、送風装置（軸流型送風装置）２２が配
置される。熱交換器２１は、ユニットケース１１の側面部を構成し、このユニットケース
１１の左側面から背面及び右側面に沿わせて配置されている。
【００１３】
　送風装置２２は、熱交換器２１の上方に配置されるファンモーター２３と、このファン
モーター２３の軸に取り付けられたプロペラファン（羽根車）２４とを備えて構成される
。隣接する支柱１４，１４間には、熱交換器２１の上端に相当する位置で当該支柱１４，
１４を連結する連結部材１６，１６（図４参照）が設けられ、ファンモーター２３は、こ
れら連結部材間に架け渡された支持フレーム１７，１７に固定される。
　プロペラファン２４の周囲には、プロペラファン２４の吸込側の空気を吹出側に案内す
るベルマウス２５が設けられ、このベルマウス２５の吹出開口２５Ａの上方は、図２に示
すように、プロペラファン２４への人体などの接触を防止するフラットファンガード４０
で覆われる。また、ベルマウス２５の周囲には、化粧パネル２７が設けられている。
【００１４】
　ファンモーター２３によりプロペラファン２４が回転駆動されると、室外ユニット１０
の周囲、より具体的には図中矢印Ｘで示すように、ユニットケース１１の前面を除いた左
側面側、背面側及び右側面側から外気がユニットケース１１内に吸い込まれ、このユニッ
トケース１１の上面部に設けられたベルマウス２５の吹出開口２５Ａを通じて外に排出さ
れる。つまり、この室外ユニット１０は、上面から熱交換後の空気を吹き出す上面吹き出
しタイプに構成されている。
【００１５】
　ユニットケース１１内には、底板１２上に、図示は省略するが、冷媒回路の一部を構成
する圧縮機、アキュムレータ、オイルセパレーター及びレシーバータンクが設けられると
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ともに、四方弁や膨張弁といった弁体などの冷媒回路構成部品が配管接続されて収容され
る。これら冷媒回路構成部品の配管の一端側は、熱交換器２１を介して室内ユニットと配
管接続され、当該冷媒回路構成部品の配管の他端側は室内ユニットに配管接続され、これ
により、冷媒を循環する冷媒回路が構成される。
　また、本構成では、圧縮機は、ユニットケース１１の前面側に配置され、この圧縮機の
上方空間に空気調和装置を制御する制御基板などの各種電装ユニットを配設した電装箱５
０が配置される。このため、前面パネル１５を取り外すことによって、作業者が前面側か
らユニットケース１１内の部品のメンテナンス作業を容易に行うことができる。符号２９
は、圧縮機の上方、後方、及び左右側方に設けられ、圧縮機に直接雨滴がかからないよう
にするためのカバー板である。
【００１６】
　次に、室外ユニット１０の上部の構造について説明する。
　図３は、フラットファンガード４０を外した状態の室外ユニット１０の上部を示す斜視
図である。図４は、図３の室外ユニット１０の上部を示す分解斜視図である。図５は、前
側天面パネル部３３Ａを示す斜視図である。図６は、後側天面パネル部３３Ｂを示す斜視
図である。図７は、フラットファンガード４０を固定した状態の室外ユニット１０を示す
平面図である。
　ベルマウス２５の後方及び左右側方は、図３及び図４に示すように、それぞれ背面パネ
ル体（端板）３１及び側面パネル体（側板）３２，３２によって覆われている。ベルマウ
ス２５は、ユニットケース１１の短尺長さ（本実施形態では、左右方向の幅）と略同一の
大きさに形成されるとともに、吹出開口２５Ａに側面パネル体３２，３２に沿う直線部２
５Ｂ，２５Ｂを備えている。各パネル体３１，３２は、上部を内側に折り曲げて形成した
上端面（天面）３１Ａ，３２Ａを備えている。背面パネル体３１及び側面パネル体３２，
３２は、側部が支柱１４に、下端が連結部材１６，１６に固定されている。
　背面パネル体３１及び側面パネル体３２，３２には天面パネル体３３が設けられている
。これらパネル体３１－３３は、板金製であり、ユニットケース（外装体）１１を構成し
ている。
【００１７】
　天面パネル体３３には、ベルマウス２５の吹出開口２５Ａを露出させる略円形の開口（
内周部）３４が形成されている。天面パネル体３３は、前側天面パネル部３３Ａと、後側
天面パネル部３３Ｂとを備えて半割一対に構成されている。本実施形態では、前側天面パ
ネル部３３Ａと後側天面パネル部３３Ｂとは、ベルマウス２５の直線部２５Ｂ，２５Ｂの
分だけ間を空けて設けられている。
【００１８】
　前側天面パネル部３３Ａは、図５に示すように、ベルマウス２５（図４）の上方に位置
する天面材３３Ａ１と、天面材３３Ａ１から立設する立設面３３Ａ２と、立設面３３Ａ２
から前方の前面パネル１５（図１）に延出する上端面（天面）３３Ａ３とを一体に備えて
構成されている。
　後側天面パネル部３３Ｂは、図６に示すように、ベルマウス２５の上方に位置する天面
材３３Ｂ１と、天面材３３Ｂ１から立設する立設面３３Ｂ２と、立設面３３Ｂ２から後方
の背面パネル体３１に延出する上端面（天面）３３Ｂ３とを一体に備えて構成されている
。
【００１９】
　天面材３３Ａ１，３３Ｂ１の両側部には、図４－図６に示すように、下方に延出する延
出片３３Ａ４，３３Ｂ４が設けられている。この延出片３３Ａ４，３３Ｂ４は、天面パネ
ル部３３Ａ，３３Ｂを構成する板金を折り曲げることにより天面材３３Ａ１，３３Ｂ１と
一体に形成されている。前側天面パネル部３３Ａは、上端面３３Ａ３が前面パネル１５（
図３）及び支柱１４に、延出片３３Ａ４が側面パネル体３２，３２に固定されている。後
側天面パネル部３３Ｂは、上端面３３Ｂ３が背面パネル体３１の上端面３１Ａに、延出片
３３Ｂ４が側面パネル体３２，３２に固定されている。
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【００２０】
　パネル体３１－３３の上端面３１Ａ，３２Ａ，３３Ａ３，３３Ｂ３は、図７に示すよう
に、略矩形状の内周縁３０を構成しており、これらの上端面３１Ａ，３２Ａ，３３Ａ３，
３３Ｂ３にフラットファンガード４０が固定されている。
　フラットファンガード４０は、フラット形状、且つ、略矩形状に形成されたファンガー
ドであり、外周縁部（外周縁）４０Ａがパネル体３１－３３の内周縁３０よりも小さく形
成されている。これにより、フラットファンガード４０とパネル体３１－３３との間に隙
間δが形成されるので、フラットファンガード４０とパネル体３１－３３との接触を抑制
できる。このフラットファンガード４０は、縦列、横列に複数の細線材４１を配列すると
ともに、細線材４１の間に太線材４２を配列して構成されている。フラットファンガード
４０は、各辺が、複数箇所（本実施形態では、６箇所）でパネル体３１－３３の上端面３
１Ａ，３２Ａ，３３Ａ３，３３Ｂ３にビス４９によって固定されている。なお、図７中、
符号４３，４４は、いずれかの太線材４２の両端部４２Ａに設けられた、フラットファン
ガード４０を上端面３１Ａ，３２Ａ，３３Ａ３，３３Ｂ３に取り付けるための取り付け部
である。
【００２１】
　次に、室外ユニット１０の排水構造について説明する。
　図８は、図３の水抜き箇所３６，３７を拡大して示す斜視図である。図９は、図８の第
二の水抜き箇所３７を拡大して示す横断面図である。図１０は、天面パネル体３３とベル
マウス２５との関係を示す縦断面図である。
　各天面パネル部３３Ａ，３３Ｂの天面材３３Ａ１，３３Ｂ１には、図５、図６及び図７
に示すように、開口３４に沿って上方に起き上がる切り起こし壁３５が形成されている。
切り起こし壁３５は、天面パネル部３３Ａ，３３Ｂを構成する板金を曲げることにより、
天面材３３Ａ１，３３Ｂ１と一体に形成されており、容易に形成可能に構成されている。
しかも、上述したように、天面パネル体３３は、半割一対に形成されているため、切り起
こし壁３５を有する天面材３３Ａ１，３３Ｂ１を容易に形成することができる。また、前
側天面パネル部３３Ａと後側天面パネル部３３Ｂとは、ベルマウス２５の直線部２５Ｂ，
２５Ｂの分だけ間を空けて設けられているため、ベルマウス２５の直線部２５Ｂ，２５Ｂ
の分だけ天面材３３Ａ１，３３Ｂ１の材料を削減することができる。
【００２２】
　天面材３３Ａ１，３３Ｂ１には、各切り起こし壁３５の両端３５Ａに、天面材３３Ａ１
，３３Ｂ１上に浸入した水を排水するための第一の水抜き箇所３６が形成されている。第
一の水抜き箇所３６は、切り起こし壁３５を側面パネル体３２，３２から離して形成する
ことで設けられている。これにより、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１上に水を第一の水抜き箇
所３６から排水できるので、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１上に溜まることを防止でき、ひい
ては、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１上に氷が形成されることを防止できる。
【００２３】
　また、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１には、ユニットケース１１の隅部１１Ａに対応する位
置に、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１上に浸入した水を排水するための第二の水抜き箇所３７
が形成されている。このように、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１に第一の水抜き箇所３６に加
えて第二の水抜き箇所３７を形成したため、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１上の水をより確実
に排水することができる。しかも、本実施形態では、開口３４に沿って上方に起き上がる
切り起こし壁３５が設けられているため、例えば、第一及び二の水抜き箇所３６，３７が
ゴミ等によって塞がれて、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１に水が溜まり、天面材３３Ａ１，３
３Ｂ１に氷が形成されたとしても、プロペラファン２４に氷が滑り落ちることを防止でき
る。
【００２４】
　水抜き箇所３７は、図８に示すように、ユニットケース１１の支柱１４を避けるように
天面材３３Ａ１，３３Ｂ１を切り欠いた切り欠き部３８に設けられており、ユニットケー
ス１１の支柱１４と天面パネル体３３の天面材３３Ａ１，３３Ｂ１の隙間ｃに形成されて
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いる。これにより、支柱１４を避ける切り欠き部３８に第二の水抜き箇所３７を設けるこ
とができるので、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１に第二の水抜き箇所３７専用の切り欠きを形
成する必要がなくなるので、製造工程を簡素化できる。
【００２５】
　天面材３３Ａ１，３３Ｂ１は、図１０に示すように、ベルマウス２５との間に間隔ｄを
空けて設けられている。これにより、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１とベルマウス２５との間
に水が浸入しても、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１とベルマウス２５との間に水が溜まること
を防止できる。しかも、この間隔ｄは、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１とベルマウス２５との
間を跨いで氷の発生を防止するための間隔に設定されているため、天面材３３Ａ１，３３
Ｂ１とベルマウス２５とに亘って氷が発生するのを防止できる。また、この間隔ｄにより
、例えば、第一及び二の水抜き箇所３６，３７がゴミ等によって塞がれ、天面材３３Ａ１
，３３Ｂ１に氷が形成される際に、氷の膨張によって天面材３３Ａ１，３３Ｂ１が撓んだ
場合に、あるいは、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１上に積もった雪の重さによって、天面材３
３Ａ１，３３Ｂ１が撓んだ場合に、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１がベルマウス２５に接触す
ることを防止できる。天面パネル部３３Ａ，３３Ｂの天面材３３Ａ１，３３Ｂ１は、上端
面３３Ａ３，３３Ｂ３と延出片３３Ａ４，３３Ｂ４の先端部側とが固定されることによっ
て保持されており、これにより、水溜り防止のための間隔ｄが維持されている。さらに、
冬期等に天面材３３Ａ１，３３Ｂ１への積雪による荷重で、この天面材３３Ａ１，３３Ｂ
１が多少凹んだとしても、間隔ｄが設けられているので、ベルマウス２５自体の変形のお
それは少ない。
【００２６】
　ベルマウス２５の上部は、天面パネル体３３の開口３４よりも大きく形成されるととも
に、円周部に亘って上方に延出するリブ２５Ｃを備えている。このリブ２５Ｃにより、天
面材３３Ａ１，３３Ｂ１とベルマウス２５との間がラビリンス状となるため、吹き出され
た空気を吸い込む、いわゆるエアショートを発生し難くすることができる。
　さらに、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１の両側部には、下方に延出する延出片３３Ａ４，３
３Ｂ４が設けられているため、この延出片３３Ａ４，３３Ｂ４によっても、天面材３３Ａ
１，３３Ｂ１とベルマウス２５との間がラビリンス状となり、エアショートを発生し難く
することができる。しかも、延出片３３Ａ４，３３Ｂ４は、リブ２５Ｃの外側に設けられ
ているため、延出片３３Ａ４，３３Ｂ４を伝って落ちる水が、ベルマウス２５の外側に排
出されることとなる。また、延出片３３Ａ４，３３Ｂ４とリブ２５Ｃとの間は上述のよう
にラビリンス状なので、ベルマウス２５による空気の流れの漏れが少なく、スムーズな流
れを維持できる。
【００２７】
　なお、図８－図１０は、後側天面パネル部３３Ｂの水抜き箇所３６，３７を示すが、前
側天面パネル部３３Ａの水抜き箇所３６，３７も同様に構成されるため、前側天面パネル
部３３Ａについては図示を省略する。
【００２８】
　以上説明したように、本実施形態によれば、ベルマウス２５とフラットファンガード４
０との間に板金製の天面材３３Ａ１，３３Ｂ１が設けられ、この天面材３３Ａ１，３３Ｂ
１とベルマウス２５との間に水溜り防止のための間隔ｄが形成されている構成とした。こ
の構成により、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１とベルマウス２５との間に水が浸入しても、天
面材３３Ａ１，３３Ｂ１とベルマウス２５との間に水が溜まることを防止できる。
【００２９】
　また、本実施形態によれば、水溜り防止のための間隔ｄが氷の発生を防止するための間
隔であるため、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１とベルマウス２５とに亘って氷が発生するのを
防止できる。
【００３０】
　また、本実施形態によれば、ユニットケース１１は一対の天面パネル部３３Ａ，３３Ｂ
と一対の側面パネル体３２，３２とを備えて形成され、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１は側板
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側面パネル体３２，３２と前面パネル１５又は背面パネル体３１に固定されて、水溜り防
止のための間隔ｄが維持されている構成とした。この構成により、水溜まり防止のための
間隔ｄを確実に維持することができる。
【００３１】
　また、本実施形態によれば、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１は天面パネル部３３Ａ，３３Ｂ
を形成する一枚の板金を折り曲げることにより天面パネル部３３Ａ，３３Ｂと一体に形成
されているため、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１を容易に形成できる。
　また、天面材３３Ａ１，３３Ｂ１は側面パネル体３２，３２に固定されて、水溜り防止
のための間隔ｄが維持されているため、水溜まり防止のための間隔ｄを確実に維持するこ
とができる。
【００３２】
　但し、上記実施形態は本発明の一態様であり、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において
適宜変更可能であるのは勿論である。
　例えば、上記実施形態では、フラットファンガード４０は略矩形状に形成されていたが
、フラットファンガード４０の形状はこれに限定されるものではない。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　室外ユニット
　１１　ユニットケース（筐体、外装体）
　２１　室外熱交換器
　２４　プロペラファン
　２５　ベルマウス
　３１　背面パネル体（外装体、端板）
　３１Ａ，３２Ａ，３３Ａ３，３３Ｂ３　上端面（天面）
　３２　側面パネル体（外装体、側板）
　３３　天面パネル体（外装体）
　３３Ａ，３３Ｂ　天面パネル部
　３３Ａ１，３３Ｂ１　天面材
　４０　フラットファンガード
　ｄ　間隔
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